
（参考様式１）

ふ る さ と

農山漁村地域力発掘支援モデル事業

地域活動支援事業申請チェックリスト
○必須要件

審査項目 審査項目細目
○×を付けて

下さい

必

須

要

件

１．

「実施体制」

①地域協議会が既に設立されているか、又は設立の予定が十分見込まれ

ること。

②地域協議会が、地域住民団体、農林漁業者の組織する団体、ＮＰＯ、企

業、市町村等の二以上の主体で構成するものとし、その構成員に市町村

が含まれていること。

③地域協議会の構成員のうち、国、県及び市町村並びにこれらの出先機関

等の行政機関の数が二分の一以下であること。

④地域協議会が設立済の場合には、下記の事項すべてを定めた規約が作

成されていること。【内示申請の場合は、その予定であること】

ア 地域協議会の構成員、事務局、代表者及び代表権の範囲

イ 地域協議会の意思決定方法

ウ 地域協議会を解散した場合の地位の承継者

エ 地域協議会の事務処理及び会計処理の方法

⑤地域協議会規約その他の規程に定めるところにより、一の手続につき複

数の者が関与する等、事務手続に係る不正を未然に防止する仕組みと

なっており、かつ、その執行体制が整備されていること。

【内示申請の場合は、その予定であること】

２．

「実施計画」

①以下に示すいずれか一つ以上の活動を行うようになっていること。

＊農林漁業に関連した農山漁村の伝統文化の保全、復活等に向けた活動

＊構成的で魅力ある地域固有の風景づくり等に向けた活動

＊農山漁村に存在する地域資源を活用した村おこしに係る活動

②従来から行っている活動を単にそのまま継続するものでなく、新たな取組

を実施することとされていること。

③農山漁村の有する有形又は無形の地域資源を用いて、農山漁村の活性

化や都市と農山漁村の交流に資するものであること。

④事業終了後少なくとも５年間の活動を継続できる予定があること。

３．ふるさとづ

くり計画策

定費の積算

申請書（または内示申請書）添付資料２「平成２０年度農山漁村地域力発掘

支援モデル事業積算内訳書」が添付されていること。

【注 意】全ての要件を満たす必要があります。

ただし、内示申請の場合は、１．の④、⑤は予定で構いません。



○個別要件 （１／２）

審 査 項 目 内容を記入して下さい。（審査の対象となります。）

１．新規性

地域の現状や課題からみて、

新たな地域活動への取組が見込

まれ、単に従来から行っている活

動を継続するものではないこと。

２．モデル性

活動の内容が本事業の目的に

合致しており、事業内容に普及

性があり、全国あるいは、周辺類

似地域へのモデルになり得ること

。

３．テーマ性

当該地域のキャッチフレーズ、

スローガンについて、地域活動を

具現化するともに、わかりやく、イ

ンパクトがあること。

４．目標（効果）の設定

活用する地域資源を踏まえて、

当該活動を行うことにより想定さ

れる定量的な効果を明らかにす

ること。

５．構成員の妥当性と計画の実

現性

地域協議会（予定地域協議会

を含む。）の構成員が、当該活動

を実施するにあたり、それぞれの

役割を果たしながら、事業目的を

達成するための実現性を有して

いること。



○個別要件

（２／２）

審 査 項 目 内容を記入して下さい。（審査の対象となります。）

６．協働性

地域協議会（予定地域協議会

を含む。）の構成が、地域力を十

全に発揮しうる体制が見受けら

れること。

７．自立性

有形・無形の地域資源を活用し

ながら、地域の活性化を目的とし

て、将来的に地域の自立に結び

つくもの。

８．他の活性化施策との連携

他事業との連携が得られ、より

効果的な取組が期待されること。

【注 意】

必須要件とあわせ、個別要件１．～８．までの記載内容も審査の参考となりますので、積極的な

記載をお願いします。

８．の他の活性化施策との連携では、以下に示す事業との連携が図られ、より効果的な取組が

期待できることを書いて下さい。

＊農山漁村活性化プロジェクト支援交付金等実施地区又は実施予定地区であること。

＊子ども農山漁村交流プロジェクト実施予定地区であること。

＊賑わいある美しい農山漁村づくり推進事業実施予定地区であること。

＊オーライ！ニッポン大賞、「立ち上がる農山漁村」等の農林水産省の各種表彰事業等で選賞され、

今後の活動展開が期待される地区であること。

＊その他、地域活性化に資する各種事業の推進により、より効果的な活動の展開が見込まれる地区

であること。


